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【緑区】令和３年第３回区づくり推進横浜市会議員会議 議事録 

 

開催日時  令和３年９月７日 午後２時 24分 ～ 午後３時 50分 

場  所 緑区役所４階 会議室４ＡＢ（議員はリモートで出席） 

出 席 者 

【座      長】斉藤達也 議員 

【議員：３名】鴨志田啓介 議員、今野典人 議員、高橋正治 議員 

【 緑 区 ： 1 7 名 】岡田展生 区長、河村義秀 副区長 

室谷洋一 福祉保健センター長 

萩原健司 福祉保健センター担当部長 

新田巧 緑土木事務所長、齋藤優子 担当部長（緑図書館長） 

ほか関係職員 

議  題 

１ 令和２年度 個性ある区づくり推進費 決算 

２ 令和３年度 個性ある区づくり推進費 執行状況 

３ 令和４年度 緑区における重要課題の概要について 

発 言 の 

要  旨 

議題１ 令和２年度 個性ある区づくり推進費 決算 

（区長、副区長説明） 

 

【１ 災害に強いまちづくり事業】 

鴨志田議員：うんこ防災ドリルの反響はいかがか。 

齋藤総務課長：分かりやすい図などを使って説明をしていますので、小学

生には大変好評だと聞いています。 

 

【６ 共に支えあう福祉保健の地域づくり事業】 

鴨志田議員：民生委員の見守り活動について、民生委員と伺った先の双方

の安全・安心を守るという観点から、どのような課題や意見があ

るか。 

米岡福祉保健課長：民生委員の見守りは大変重要なものであり、玄関先で

のインターホン越しのお話や電話、手紙を送るなど、工夫をしな

がらやっています。ただ、老人会や食事会などはできないため、顔

を見ることが難しいと聞いています。 

鴨志田議員：高齢者のワクチン接種は７月末で希望者がほぼ終わったとい

うことなので、このままワクチン接種が進んでいけば、今後は対

面でもやっていけるのではないか。 

米岡福祉保健課長：地域の方々は、食事会の人数を半分にして黙食をする、

お弁当を配るなど、顔が見える関係づくりを工夫して行っていま

す。 

様式１ 
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【９ ＤＶ対策・児童虐待防止事業】 

鴨志田議員：子供の虐待やＤＶの件数はどうなっているのか。 

五十川こども家庭支援課長：ＤＶについては、コロナ禍で増えているとい

うことはなく、令和元年度と２年度の相談件数はほぼ同数で 300

件程度、３年度も横ばいの傾向です。児童虐待については、令和元

年度と２年度の区役所への通告件数はほぼ同数で 150 件程度、３

年度はまだ集計できていませんが、緑区在住の方の児童相談所へ

の通告件数は増加傾向のようです。 

鴨志田議員：子供の虐待やＤＶは見えにくいものであり、件数として上が

っていない部分もあると思う。11月は虐待防止月間でもあること

から、行政からいち早く啓発等をすることで、抑止につなげてい

ただきたい。 

 

【18 生物多様性保全に向けた遊水地等の環境整備事業】 

鴨志田議員：かいぼりを行った目的は外来種を発見することか。 

川口緑土木事務所副所長：かいぼりの目的は治水の安全向上と、そこにい

る在来種、外来種を確認することです。 

鴨志田議員：外来種は駆除するのか。 

川口緑土木事務所副所長：ウシガエル、鯉、アメリカザリガニなどの侵略

的外来種は、基本的に駆除する方向で進めました。 

 

【その他（コロナ関連）】 

鴨志田議員：緑公会堂などでのワクチンの接種状況と、区役所１階のワク

チン相談コーナーの状況を教えてほしい。 

齋藤総務課長：ワクチンの接種状況は８月下旬の段階で、緑公会堂が 27,000

回強、長津田地区センターが 7,000回弱接種を行いました。 

ワクチン相談コーナーでは、５月・６月の相談件数は月に 1,000

件を超える状況で、予約を取りたいがなかなか電話がつながらな

いといった相談が多くなっていました。７月・８月の相談件数は

徐々に減りましたが、電話はつながるけれども予約の枠が少なく

て取れないといった相談が多くなっています。 

鴨志田議員：ワクチン１回目の接種後、重い副反応が出て２回目の予約を

キャンセルした方が、やはり２回目の接種をしたいと思った場合、

どういう手続を取ればよいのか。その際、１回目と２回目でワク

チンの種類が変わってしまうのではないかと心配される方もいる
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と思うが、その辺りはいかがか。 

齋藤総務課長：１回目の接種後に２回目の接種予約をキャンセルされた場

合でも、改めて２回目の接種を受けることはできます。１回目の

接種時期やワクチンの種類などを予約の際に伝えていただき、御

相談のうえ接種していただきたいと思います。 

鴨志田議員：様々なイベントが実施できず、区民の皆様が元気を失ってい

るような状況だと思われるが、屋外のオープンエアの環境であれ

ば、発表会やコンサートなどは実施できると思う。区役所に上が

ってきている声や、区役所として考えていることはあるか。 

岡田区長：各種イベントを中止せざるを得ないというのは大変残念に思っ

ています。区役所で行うイベントは地域の方々の協力が不可欠で

すので、地域の方々の気持ちをよく考えたうえで、実施可能なイ

ベントがあれば、ぜひやっていきたいと思っています。 

今野議員：リモートでの参加により、改善できる方向に持っていく必要が

あると思うが、いかがか。 

岡田区長：講演会の発信や打合せなど、リモートでできるものは実施して

います。今後さらに拡大していけるような環境にしたいと考えて

います。 

今野議員：町内会の役員など、年齢的に対応が難しい方たちに対して、普

及する取組は進めているのか。 

岡田区長：今年度、国の支援事業により、スマートフォンの使用方法や Zoom

のやり方などを説明する機会を設けています。そのような取組を

きっかけとして、地域の方々にも使い方などを理解していただき

たいと思っています。 

今野議員：先日、白山自治会の町内会で区役所が実施した「風水害出前研

修」の評判が非常に良かった。様々な研修について、Zoomなどの

Web機能を活用し、参加できる機会をぜひ提供していただきたい。 

 

議題２ 令和３年度 個性ある区づくり推進費 執行状況 

（副区長説明） 

 

【４ 交通安全施設等整備事業】 

高橋議員：この事業では、横断歩道を引き直すといった基本的な整備から、

どこまでを行う予定か。 

川口緑土木事務所副所長：この事業は、生活道路やスクールゾーンなどこ

れまで予算的に手の届かなかったような所に手厚く、外側線の補
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修やポストコーンの設置、あんしんカラーベルトの設置などを行

う事業です。なお、横断歩道は警察の事業です。 

高橋議員：警察と土木事務所との連携強化はこれから進めるのか。 

川口緑土木事務所副所長：これまでも、実際に事故が起きた場所を警察と

ともに確認し、どのような対策ができるかを検討して実施してき

ました。今後もより連携を深めながら対応していきます。 

高橋議員：事故が起きてからやるのではなく、危機管理の観点から事前に

取り組んでいく仕組みが必要なので、検討いただきたい。 

 

【５ 暮らしの衛生推進事業】 

今野議員：「アシナガバチ等駆除機材の貸出し」とあるが、スズメバチの対

策はどうなっているのか。 

古家生活衛生課長：アシナガバチに加え、スズメバチの巣の相談も増えて

います。春頃の小さな巣であれば御自身で駆除することも可能で

すが、巣が大きくなってくると危険なため、業者での対応をお勧

めしています。ハチの種類が分からない場合は現地に行って巣を

確認し、対応方法を説明しています。 

今野議員：駆除する業者の紹介の仕方や、値段設定の目安として示せるも

のはあるか。 

古家生活衛生課長：業者については、公益社団法人神奈川県ペストコント

ロール協会を御案内しています。金額の目安については行政から

は申し上げられないので、御案内の際には、見積りを取り、金額

に納得したうえで依頼するようお伝えしています。 

今野議員：区内でこういう事例でいくらかかった、という情報を参考とし

て区役所に寄せてもらうということも必要ではないか。 

古家生活衛生課長：参考にさせていただき、局とも相談して対応したいと

思います。 

 

【13 障害者自主製品販売支援・障害理解促進事業】 

今野議員：障害者週間イベントとはどんなことをやる予定か。 

岩崎高齢・障害支援課長：今年度は区役所の１階イベントスペースを利用

して、各事業所の製品紹介やパネル展示、活動の様子のＤＶＤ放

映などを予定しています。 

今野議員：今回のパラリンピックを機に、障害者理解の方法を少し変えて

もよいと思う。生き生きと活動している姿や、新しいことにチャレ

ンジする障害者の方々の生活を紹介するのもよいと思うが、いか
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がか。 

岩崎高齢・障害支援課長：イベントの内容については、区社協や障害者団

体と協議しながら、少しでも前向きなイベントになるよう検討し

てまいります。 

 

【16 みどり！まるごと応援事業】 

斉藤座長：緑区遺産も進めていただきたいが、それより以前に取り組んだ

「長津田十景」について、高尾暮雪の飯縄神社の椅子が傷んでい

るなど老朽化が進んでいるので、ぜひ目配りしていただきたい。 

 

【17 みどり地域まちづくり推進事業】 

斉藤座長：山下地域交流センター活用等検討の状況はどうか。 

山下区政推進課長：今年度の区づくり推進費では、耐震工事を実施するに

あたり今後地域の方が施設をどのような形で使っていくのか、地

域とともに合意形成を図りながら進めていく考えであり、文化財

登録に向けた手続も含め、引き続き関係局との調整を進めている

状況です。 

 

【24 きれいなまちづくり事業】 

高橋議員：駅さわやか活動事業のポイ捨て禁止キャンペーンについては、

施設管理者との連携なども含めて、しっかりと取り組んでいただ

きたい。 

 

議題３ 令和４年度 緑区における重要課題の概要について 

（区長説明） 

 

議員からの発言なし 

 

備  考  

 


